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植生学会主催
第1 8 回仙台大会

公開シンポジ
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【開場】1 3 :0 0 【講演】

彗 轡 醒準

[ 戦災復興記念館】仙台市青葉区 大町2 丁 目 H ト1 TEL.
0 2 2-2 63-6 g31

地 下 鉄広 瀬通駅( 西 4 出 口) より徒歩1 0 分

仙台駅西 口バ スプ ー ル(1 5 番) よ り東北 公済病院 ･ 戦災復興首己念館前 下草 ､ 徒歩 5 分

※会場に は慰 車場が あり ませ ん 亡 市営 パ ス ･ 地 下 鉄等の ご利 用 をお広 め します､
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南北およそ6 0 k m にわた っ て 砂浜が連なる仙台湾岸には ､ 干潟や潟 湖､ 砂丘 ､ 後背湿地とい っ

た環境領域か ら構成される ､ 自然度の 高い海岸 エ コ ト ー

ンが存在 して いま した ｡ 2 0 1 1 年 3 月

の 来日本大震災 ･ 大津波は ､ この地にも深刻なダメ ー ジを与え､ 多様な生物 とその ハ ビタ ッ トを

構成する微地形､ 土壌､ 水環境､ そ して白砂青松の 海岸と緑なす田園か らなるうるわ しい 景観は著

しく捜乱されま した ｡

それか ら 3 生育シ ー ズン目 を迎えた 2 0 1 3 年夏､ 海岸 エ コ ト
ー

ンで は驚くべ き状況が生 じて

います｡ すばやい 生物 ･ 生態系の 自律的再生が記録され る 一

方 ､ 急速か つ 広範に進められる復興

工事が自然環境に及ぼす負の 影響が懸念され て います｡

こ の シ ンポジウム では ､ 主 に仙台湾岸を取り上げ､ (1)古環境と先人 の自然認識 ･ 海岸林づくり､

(2)東日本大震災 ･ 大津波による撹乱 と生物 ･ ハ ビタ ッ トの 自律的再生 ､ (3)生態系の 減災 ･ 防災

機能の 評価､ およびそれを最大化する復興の あり方､ (4)住民 ･ 行政 ･ 企業 ･ 研究者/ 専門家が協

働する しくみづくり ､ とい っ た諸課題につ い て ､ 講演と議論を行います｡

植生科学と震災復興の 連携､ 学会員と市民 ･ 行政 の皆さん の きずなづくり､ 全国と被災地の結

び つ きをさらに強化する機会の 創出を目指 した い と思 います｡
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1 . 開催 にあた っ て 福嶋 司( 埴生学会会長)

2 , イ ン ト ロダク シ ョ ン シン ポジウム実行委員会

3 . 講 演

4 . 総合討論

フ ァ シリ チ ー タ ー 原 正 利(千葉県立中央博物館分館海の 博物館)

藤原 道郎( 兵庫県立大学大学院緑環境景観 マ ネジメ ン ト研 究科)


